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 これまでの中国経済成長率を見ると、1978 年から 2012 年までの 34 年間、年率 10%
近い高度成長を記録した。その中で、1997 年から 2007 年までの 10 年間、成長率は上
昇の一途を辿り、2007 年には 14%を記録した。2008 年に起きた世界的な金融危機に
より、中国の経済成長率は一気に 9%台に低下した。中国政府の 4 兆元の景気対策によ
り、成長率は一旦 10%台に回復したものの、その後低下しつづけてきた。2014 年には































工業における重工業化率は、1980 年から 1997 年まではほぼ 50％から 55％の間で安
定的に推移してきたが、1998 年に前年の 51%から一気に 57%にまで上昇し、2006 年
には 70%を超えるようになり、それ以降今日まで 70%から 75%の間で推移していると
見られる（中国では、2011年以降、重工業化比率に関するデータは公表されていない）。
日本経済は 1956 年から重工業化が急速に進み、重工業化比率は 1970 年頃に 70%を超
えてから 1975 年頃までほぼ横ばいになっている。 
興味深いことに、日本経済において、1956 年に重工業化が本格的に発展し始めてか
ら 1973 年に高度成長が終了するまで約 17 年であったが、中国の重工業化が本格的に







12 年が経過したことになる。日本経済がルイス転換点を通過してから 12 年後という
と 1972 年頃になるが、それはちょうど日本の高度成長が終了する年（1973 年）の前
年である。 
 
③一人当たりの GDP から見た中国の発展段階 
一国の経済発展段階を最も適切に示す指標は何と言っても一人当たり GDP である。
購買力平価（PPP、1990 年価格の米ドル）で評価される中国の 2014 年の一人当たり
GDP は約 10,700 ドルであり、これは日本の 1972 年のそれとほぼ同じである。2015
年における中国の一人当たり GDP は恐らく 1973 年の日本のそれに匹敵する規模にな
ると予想される。 
以上のことからわかるように、今日の中国経済の発展段階は概ね日本の高度成長が

























 日本経済は高度成長終了後、1991 年頃まで年率 4％の安定成長が続いていた。中国
経済は高度成長が終了したとは言え、かつての日本より高い成長率がしばらく続くも
のと考えられる。1 つの理由は中国と先進国との所得格差にある。日本の 1973 年頃の
一人当たり GDP は当時のアメリカの 3 分の 2 に達しており、先進国との格差は小さ
かった。それに対して、今日の中国の一人当たり GDP は日本の 2 分の 1 以下、米国の

















































１．「高橋源一郎×SEALDｓ 民主主義ってなんだ？」  ２．「ラオスにいったい何があるというんですか？」   
３．「ベトナムに魅せられて」  ４．「モーロクのすすめ」  ５．「男の死に支度」   
 
１．「高橋源一郎×SEALDｓ 民主主義ってなんだ？」  河出書房新社  ２０１５年９月３０日 


































































２．「ラオスにいったい何があるというんですか？」  村上春樹著  文藝春秋  ２０１５年１１月２５日 

















３．「ベトナムに魅せられて」  日高敏夫著  桜美林大学北東アジア研究所  ２０１５年１１月１日 







































出して傷口をなめて助けるという」などと、面白いことを書いている。   
                                                               
４．「モーロクのすすめ」  坪内稔典著  岩波書店  ２０１５年１１月２７日 





















５．「男の死に支度」  河村幹夫著  海竜社  ２０１５年１１月１９日 




















































きたようで、国家発展改革委員会が 7 月 30 日、重点プロジェクトの一つとして「製造














































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6 19.4 2590 7.8 7.2 ▲8.6 5.3 13.6 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11 月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12 月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014 年 7.4 8.3 12.0 2.0 15.2 3824 6.1 0.4 4.41 14.2 12.2 13.6 
1 月    2.5 19.8 319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015 年             
1 月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
2 月    1.4  606 48.3 －20.8 49.8 0.1 11.1 14.7 
 3 月 7.0 5.6 10.2 1.4 13.1 31 -15.0 -12.9 0.3 1.3 9.9 14.7 
4 月  5.9 10.0 1.5 9.6 341 -6.5 -16.4 2.9 10.2 9.6 14.4 
5 月  6.1 10.1 1.2 9.9 595 －2.4 －17.7 －14.0 8.1 10.6 14.3 
6 月 7.0 6.8 10.6 1.4 11.6 465 2.8 －6.3 4.6 1.1 10.2 14.4 
7 月  6.0 10.5 1.6 9.9 430 －8.4 －8.2 9.6 5.2 13.3 15.7 
8 月  6.1 10.8 2.0 9.1 602 －5.6 －13.9 23.9 20.9 13.3 15.7 
9 月 6.9 5.7 10.9 1.6 6.8 603 －3.8 －20.5 5.2 6.1 13.1 15.8 
10 月  5.6 11.0 1.3 9.3 616 ー7.0 ー19.0 2.5 2.9 13.5 15.6 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、1月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
